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特集 『大震災を受けて-衣生活の省エネ・省資源と快適性-j

超濃縮洗剤

一節水、省資源の観点から-

1 .はじめに

2011年3月に発生した東北地方太平洋沖地震と津

波に伴う原子力発電所の事故により，私たちは停電・

断水，そして電力不足による春夏の節電対策などを

経験し，生活における資源・エネルギー，そして環

境保全の大切さを大いに実感することになった。原

子力発電所に対する厳しい見方があるなか，国内電

力の29.2%(2009年時点)を担う原子力発電の稼動

が思うように進まない状況ではエネルギー不足また

は火力発電への依存による発電コストの上昇の問題

は当分の間続くと予想されている。次世代エネルギー

の開発に期待が寄せられる一方，私たちは節電だけ

でなく省資源・省エネルギーを意識した生活をする

必要があるO 私たちの生活とエネルギーについて考

えてみると，注目される現象として人口の増加があ

る。 20世紀初め地球全体で16億人で、あった人口は，

20世紀の終わりには60億人になり，その後1年間に

1億人のペースで増加して，現在70億人に達してい

る。 110年間で4.4倍となっているD 日本の人口も同

様に1900年から比較すると約3倍に増加している O

人が生活するには，衣・食・住が必要であり，その

ために資源やエネルギーを消費しなければならない。

人口の増加はそれに相当する資源・エネルギーを必

要とし，その資源・エネルギーを確保するために科

学技術が進歩し，その，恩恵によって地球上で多くの

人が生活することが可能となっている。エネルギー

問題と同様に二酸化炭素による地球温暖化，オゾン

層破壊，環境ホルモン類似物質などの環境問題を考

える中で，地球は閉鎖系であり，使用できる資源は

限られたものであるという認識にたって， r持続可
能な社会Jとするための問題解決に取り組むように
なってきた。本稿では こうした背景から2009年に
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登場した超濃縮洗剤を紹介する O

2. r持続可能な社会」における衣服
自然の生態系は図1に示すように，太陽エネルギー

を受けて植物が育ち，それを動物が食べ，動物の死

骸は微生物によって分解され，再び植物の栄養源と

なる。このように自然の生態系は物質が循環してい

る。見方を変えると植物が生産者，動物が消費者，

微生物が分解者である 1)D

私たちの社会をみると，化石燃料エネルギーを利

用してメーカーが製品を生産し，ユーザーが製品を

消費し，そしてリサイクル業者が分解して原材料を

還元すると考えられる。循環型社会ではこのような

分解者が充実してこそ持続可能となる。ここで衣服

における物質循環を考えてみると，分解者は古着の

再使用 (Reuse)，再加工 (Remake)，再生利用

(Recycle) として存在するが，園内で年間廃棄され

る繊維製品量225万トンから比較すると循環される

量は極めて少なく，多くは燃焼廃棄され，物質循環

は極めて乏しい状況であるO 持続可能とするには上
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図1 自然の生態系および衣服における物質循環
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記3Rを推進することが必要である O

その一方で少ない資源・エネルギーの投入量で製

品の生産から消費，廃棄までを行うようにすること

が必要である O 限られた資源・エネルギー・環境で

あるゆえ，環境負荷を軽減しないと持続性は得られ

ない。製品の環境負荷の考え方として，ライフサイ

クルアセスメント (LCA)の手法があるD 製品に関

わる原料調達，生産加工，流通，使用，リサイクル

/廃棄にいたるまで，製品のライフサイクル全体を

通して投入される資源・エネルギーと，環境へ排出

する影響を定量的にとらえ，環境保全のための改善

策を考える手法である 2)。この LCAを衣服に当て

はめると，図2のように表される。このように私た

ちの消費行動はいろいろな形で環境に負荷をかけて

いる O 製品による環境負荷を削減するには，生産や

流通における企業努力だけでなく，私たち消費者が

良いものを長く大切に使って廃棄物量を削減するこ

とにあるO すなわち衣服を着用して，汚れたら洗濯

して衣服の機能や外観を回復し，繰り返し着用する

という「着用/洗濯/保管」の被服管理のサイクル

は，衣服を大切に長く使い続けるためのエコライフ

に欠かせない要素であるO このなかで大きな役割を

持つのが洗濯である。

3.洗濯用洗剤の環境対応

洗濯用洗剤は1960年代の河川の発泡問題， 1970年

代の湖沼における赤潮や青粉の発生に関連した富栄

養化問題など，昔から環境問題に関わってきた。こ

れらの問題は洗濯用洗剤の排水だけでなく，工業排

水や農業肥料も関連するもので、あったが，日本の洗

剤業界はいち早く対応し，生分解性界面活性剤の開

図2 衣服のライフサイクルと環境負荷
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図3 洗剤のライフサイクル全体での環境対応

発や無リン洗剤の開発によってこれらの環境問題を

解決してきた。こうした積極的な取り組みによって

洗剤技術は大きく進歩し， 1987年にコンパクト洗剤

を登場させ，現在に至るまで積極的に省資源・省エ

ネルギーを追求して環境配慮した洗剤を多く開発し，

世界をリードしてきた。

そして， 2009年には従来の液体洗剤を2.5倍濃縮

し，水30Lあたり洗剤使用量10gという超濃縮液体

洗剤が登場した。 1987年以来続いてきたコンパクト

洗剤の開発では，ライフサイクルアセスメントの考

え方を取り入れ，図3に示すように資源採取から，

製造，流通，使用，リサイクル，廃棄にいたる段階

で投入される資源と環境に排出される負荷を定量的

に評価している O

3.1 植物原料による環境対応

洗剤の原料・材料面においては，地球温暖化防止

および資源の持続性を考慮して，石油原料から再生

産可能な植物油脂原料の利用が進められている O

1960年代以降，界面活性剤は排水系において微生物

によって速やかに生分解されてCO2と水に分解する

ものが使用されている。植物原料から製造した界面

活性剤が，生分解によって排出する C02はもともと

植物がC02を吸収し光合成により植物に固定化され

たものであるから，大気中全体で考えると C0'2を増

やさない物質(カーボンニュートラル)となる。

界面活性剤の原料に用いられる植物油脂は，脂肪

酸分布が炭素数12~18を含むヤシ油，パーム油，お

よぴパーム核油があるoパームは単位栽培面積当た

りから得られる油量が多いことから，パーム油脂の

(20 ) 
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利用が注目されているO パーム油脂を原料とした界

面活性剤で代表的なものは， αスルホ脂肪酸メチル

エステル塩 (MES)である。 MESはパーム油脂を

エステル交換して得られる脂肪酸メチルエステルを

スルホン化して製造される。界面活性能に優れてお

り，洗浄力がアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウ

ム (LAS) よりも優れる 3)ことから，少量の界面活

性剤で洗浄力を発揮する特徴がある D さらに生分解

性は LASよりも速やかに生分解性じて， CO2と水

になるものである 4)。従来，品質の良い MESを製

造することは技術的に難しいとされていたが，ライ

オン株式会社により新しい製造技術が開発され，品

質のよい MESが製造可能となり， 1991年より市販

の洗濯用洗剤に配合されてきた。

ノtーム油を原料とする MESはカーボンニュート

ラルな界面活性剤であり 少ない使用量で洗浄性能

を発揮する特徴は洗剤のコンパクト化に有利である。

また，生分解が良好であることから， MESは環

境負荷削減の点で多くの利点をもっ界面活性剤であ

るO この MESを主成分として開発された洗剤は，

2009年と1990年時点における同社洗剤との LCA分

析で比較したところ 洗濯 1回あたりの C02排出

量が51%削減4)している。(図4)

MESと同様にパーム油脂を原料とするもう一つの

特徴的な界面活性剤として脂肪酸メチルエステルエ

トキシレート (MEE)がある o MEEは脂肪酸メチ

ルエステルに特殊触媒を用いてエチレンオキシドを

付加して製造される非イオン界面活性剤である O 洗

濯用液体洗剤には非イオン界面活性剤であるポリオ

キシエチレンアルキルエーテル (AE)が用いられて

きた。 AEは水との混合比率が約40%以上になると

粘穏な液晶を形成する性質があるため，液体洗剤の

戸持活側、そ鍬紛位進ロ鋤縦盤鎮静紛糾

図4 洗濯1回当たりの CO2排出量
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濃縮化は難しいとされてきた。しかし， MEEは粘調

な液晶を形成しないという特長があるため，流動性

に富む濃縮液体洗剤が容易に製造できる特徴がある。

2009年に登場した超濃縮液体洗剤は，このMEEの

主界面活性剤に用いること 5)，6)で または同様に濃

縮しでも水のように流動性を維持する新洗浄成分を

用いることで7)ぺ濃縮化を達成している。

3.2洗濯水の削減による環境対応

超濃縮液体洗剤の登場は洗濯水の削減として，す

すぎ1回を訴求したことでも注目できる。花王株式

会社は洗濯全般の環境負荷を洗剤原料，製造，輸送，

廃水生分解，容器，洗濯機の電力，上水，下水の各

部分について詳細に C02排出量を評価した(図 5)。

その結果，洗濯用洗剤の製造や使用，廃棄にいた

る各工程の CO2排出量のうち，製品原料，洗剤製

造および生分解時に排出される CO2排出量は全体

の約46%を占めている。一方，洗濯行動において使

用される電力，水や下水処理に関わる C02排出量

は全体の約48%を占め，その中で洗濯に用いる水お

よび下水処理に由来する CO2排出量は全体の約32

%と高い割合を占めている 9)。すすぎ工程は，洗浄

時に衣類に吸着した界面活性剤や汚れを取り除く目

的で行うが，すすぎ時に衣類に残りにくいという特

徴の界面活性剤を用いることで，すすぎ工程を従来

の2固から 1回に削減することを可能にした7)。節

水量は全自動洗濯機の場合で約 5~50L， ドラム式

洗濯機の場合で約15~24L の節水になる 8)。また時

間短縮と節電にもなり，洗濯のすすぎが1回で済む

ことで「節水，節電」による環境配慮への新たな切

り口は，最近の消費者ニーズと合致し，他の洗剤メー

カーも追随して，洗剤訴求の大きな柱となっている。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

図5 家庭洗濯行動における CO2排出量
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3.3容器樹脂量の削減による環境対応

包装容器における環境対応は，日本石鹸洗剤工業

会が業界全体として，いわゆる 3R (削減:Reduce， 

再使用:Reuse，再利用:Recycle)を基本に，次に

示す5つの削減策を推進してきた。①容器の薄肉化

や材質を代えることによる軽量化，および詰め替え・

付け替え品による包装形態の変更による削減，②容

器や包装の構造を変更し，部材を減らすことによる

削減，③廃棄時に小さくたためるなど，内装材構造

(中仕切りや緩衝材)の見直しによる減容化，④内

容物の濃縮または 2つの機能をひとつにする 2in 1 

製品による削減，⑤再生紙や再生プラスチックの利

用によるパージン原料の削減。

プラスチック容器を使用している 8つの製品群

(洗濯用液体洗剤，柔軟仕上げ剤，台所用洗剤，住

宅用洗剤，ボディ用洗浄剤，シャンプー・リンス，

手洗い用洗浄剤，漂白剤・かびとり剤)にこれらの

削減策を実施し，その結果， 2010年の対象製品群の

プラスチック使用量は63.4千トンであり， 1995年と

の比較では12%減少している。これを製品出荷量あ

たりの容器包装プラスチック使用量(原単位)Jと

して表すと， 1995年比で37%と大きく削減してい

る則。内容物の濃縮化によるコンパクト製品や洗濯

用液体洗剤などの詰め替え用製品，およびスプレー

付製品での付け替え用製品などの伸びにより製品あ

たりのプラスチック使用量が大きく削減したことが

寄与しているO

超濃縮液体洗剤は容器が小型で、あることから，従

来の液体洗剤と比較して，樹脂量は35~45% も削減

されているo 超濃縮による洗剤の小型化は原料，容

器の削減だけでなく，生産・輸送エネルギーの削減

となり，また流通においても在庫・陳列スペースの

縮小，労力の削減となっているO 更に，洗剤を計量

しやすい容器にすることで，消費者が適正な洗剤量

を使用し，使いすぎを防止して家庭排水による環境

負荷の削減へと繋げている。

以上，超濃縮液体洗剤の特徴を LCAの視点から

みて分かつたように，超濃縮洗剤は省資源・省エネ

ルギーの点で多くの利点を持っているO 持続可能な

社会に適応した洗剤であり，日本だけでなく世界を
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リードする洗剤である O 洗剤メーカーは LCA的な

考えを事業活動全体に取り入れ，環境負荷の削減努

力を続けている。その内容は各企業の CSR報告書

等で公表されているので是非一読されると，私たち

の生活における省資源・省エネルギーへの考え方や

行動の参考となるであろう O
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